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アジ科イケカツオ属魚類は加仙凶i比川th-V

S凱ta訂ige巴r(1973)によつて分類学的再検討が行

われ，本属にはオオクチイケカツオScomberoides

commersonnianus Lacepとde，イケカツオS.lysan 

(Forsskal)， S. tala (Cuvier)およびミナミイケカツオ

s.ωl (Cuvier)の4種が含まれる.これらはインド・
西部太平洋に分布しているが， 日本周辺水域から

はイケカツオとミナミイケカツオの2干重のみカヲ日ら

れている(Gushiken，1983;瀬能， 1993). 

最近， Iwatsuki et al. (1992ラ 1996)により，日向

灘におけるアジ科魚類相の報告がなされ，後者に

よってクロホシマブタシマアジAlepesdjedaba 

(Forsskal)が日本から初めて記録された. さらに，

この一連の研究過程において宮崎県日南海岸より

イケカツオ属魚類がl個体採集され， またほほ同

時期に日本海富山市四方沖でもう l個体採集され

た.のちに後者の標本は写真のみが掲載された

(魚津水族博物館， 1997: 稲村， 1997). それらは

体形，色彩および計数形質などからオオクチイケ

カツオと同定された.岡田・松原 (1938)と松原

( 1955)は本種の分布域を台湾以南とし， Gushiken 

( 1983)の記載もシンガポール産の標本に基づいた

もので，彼も日本からは記録がないと述べている.

Smith-Vaniz (1983)は，本種の分布域に沖縄を含め

ているが，標本に基づく確かな記録ではない. し

たがって，本報告は本種の標本に基づく日本から

の初記録となる.本報告では，宮崎県と富山県で

採集された2標本を詳細に記載した.計測方法は

原則的にSmith】Vanizand Staiger (1973)に従った.

観察に用いた標本は千葉県立中央博物館 (CBM-

ZF， Chiba Museum， Zoology， Fishes)，三重大学生物

資源学部附属水産実験所 (FRLM，Fisheries Re-
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Fig. 1. Scombel切idescOl11mersonnianus. MUFS 13554， 716 mm in fork length， from Oshima Is-

land， Meitsu， Nango， Miyazaki， .Japan 

search Laboratory， Mie University)および宮崎大学

農学部動物生産学科水産増殖学講座 (MUFS，

Miyazaki University， Fisheries Science)に保存されて

いる.

Scomberoides commersonnianus 

Lacepede， 1801 

オオクチイケカツオ

(Fig.1) 

Scomberoides commersonl1ianus Lacepとde，1801: 50、

pl. 20， fig. 3 (Type locality; Madagascar); Gushiken， 

1983: 157， fig. 12 (Singapore); Smith-Vaniz， 1983 

CARAN Scom 1 (western Indian Ocean); Gloerfelt-

Tarp and Kailola， 1984: 165， pl. second from lowest 

of left sid巴inpage 164 (southern Indonesia); Mok， 

1993: 339， pl. 92 (Taiwan); 魚津水族博物館，

1997: 8，38， pl. 3‘fig. 6 (富山市) ;稲村， 1997: 

71 (富山市).

Chorinemus lysan (not of Forsskal， 1775); Gunther， 

1860・471(Indo-West Pacific); Wakiya， 1924: 238 

(Formosa) ;岡田・松原， 1938: 171 (台湾以南，

インド洋). 

Chorinellllls laysan (not of Forsskal， 1775); 松原，

1955: 564 (台湾以南，インド洋，綴りはかsanの

間違い).

Scomberoides commersonianus; Smith-Vaniz and 

Staiger， 1973: 194， fig. 1 a (Indo-West Pacific). 

標本 CBM-ZF8263， 1個体，標準体長537mm

(尾叉長568mm‘全長 650mm)，富山県富山市四

方沖， 1996年12月10日採集，大垣定置網，採集

者.山田信利. MUFS 13554， 1個体，標準体長

677mm (尾叉長716mm，全長814mm)，宮崎県

南郷町目井津大島北西部，水深8m以i主 1997年

6月21日係集，小型定置網(桝網)，採集者:本

村浩之・岩槻幸雄.標本は頭部切断後に入手.

識別的特徴 本種は，上顎後端がflJJ.の後縁をは

るかに越えること，体側の黒斑が大きな円形ある

いは卵形で l列に並ぶこと，鯉杷数が8-15である

こと，下顎歯は2列で両列の歯はほぼ同大である

こと，および背鰭と腹鰭の前部軟条がよく伸長す

ることなどの特徴によって，同属他種から識別で、

きる.

記載計数値と体各部の標準体長，尾叉長，頭

長および眼径に対する比率をTable1に示す.体は

長楕円形で，体高はやや高く，著しく側肩するー

口裂は大きく，上顎後端は眼の後縁をはるかに越

える.下顎歯は2列に並び，外列歯と内列歯はほ

ぼ同大で，歯列聞には浅い溝が形成されている

(Smith-Vaniz and Staiger， 1973， p. 201，白g.4を参

照).T顎は上顎よりわずかに突出する.吻端から
眼前部の輪郭は強く突出する.尾鰭は深く 2叉す

る.眼は円形である.胸鰭は腹鰭よりわずかに長

い.側線は胸鰭上方でわずかに背側に湾曲し，そ

の後尾柄部に向かつてほぼ一直線に延びる.背鰭
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Table 1. Meristic data and proportional measurements of Japanese specimens of Scomberoides 
commersonnianus with comparison to data of Smith-Vaniz and Staiger (1973) and Gushiken (1983) 

This study Smith-Vaniz and Gushiken 
Staiger (1973) (1983 ) 

n=2 n=96**** n=2 

Standard length (SL， mm) 537-677 320-348 
Fork length (Fしmm) 568-716 150-943 
Counts 

Dorsal fin rays VI1-I，20 VI-I or VII-l， VI-I or VII-I， 

19-21 20-21 
Anal fin rays 11-1，17-18 II-l， 16-19 II-L 17-19 
Pectoral fin rays i+18 i+17-19 i+18 
Gill rakers 2-3+ 12= 14-15 0-3+7-12=8-15 2+9-10= 11-12 
Measurements 

Body depth 28.68-29.25 * 3.42-3.49 in SL 3.15-3.27 in SL 
Head length (HL) 19.05-19.74* 5.07-5.24 in SL 4.43-4.49 in SL 
Body width at pectoral fin base 9.31-10.76* 
Snout length 4.73-4.84* 24.53-24.81 ** and 20.6-26.0** 4.51-5.08 in HL 

4.03-4.08 in HL 
Eye diameter (ED) 3.91-4.14* 4.54-5.05 in HL 4.38-4.46 in HL 
Eyelid inside diameter 2.05-2.81 * 
Interorbital width 5.76-5.77* 3.30-3.42 in HL 3.23-3.44 in HL 
Upper jaw length 11.45-11.52* 58.02-60.47** and 55.9-64.6** 1.65-1.68 in HL 

1.63-1.72 in HL 
Caudal peduncle depth 4.58-4.84* 4.08-4.10 in HL 4.08-4.46 in HL 
Caudal peduncie length 9.16-9.50* 
Predorsa1 length 28.80-29.24* 
Preanal 1ength 41.53-42.25* 
Prepelvic length 21.12-21.79* 
Dorsal fin base 43.43-43.58* 0.43-0.45 in HL 0.52-0.58 in HL 
Anal fin base 41.95-43.20* 0.45-0.46 in HL 0.53-0.56 in HL 
Caudal白nlength 21.97-24.52* 0.78-0.90 in HL 0.93-0.94 in HL 
Pelvic fin spine length 4.47-5.02* 

First pelvic fin ray length 10.24-10.78* 
Longest pectoral fin ray length 11.92-11.96* 1.61-1.66 in HL 1.59-1.61 in HL 

(2nd) 

First dorsal fin spine length 0.37-0.44* 
Second dorsal fin spine length 1.30-1.33* 
Third dorsa1 fin spine length 1.68-2.07* 

Longest dorsal fin spine 1ength 3.17-3.40* 

(7th) 

Longest dorsa1 fin ray length 14.90-15.07* 14.08-14.25*** and 14.4-19.8*** 1.36-1.43 in HL 

(1 st) 1.26-1.33 in HL 

First anal fin spine 1ength 3.10-3.82* 

Second anal fin spine length 3.99-4.23* 0.91-1.04 in ED 1.02-1.05 in ED 

Longest ana1 fin ray 1ength 14.06-15.21* 13.29-14.39**キand 13.5-18.5**キ 1.34-1.42 in HL 

(1 st) 1.25-1.40 in HL 

ぺpercentageof SL; **， percentage of HL: *料， percentage of FL:材料， specimens over 150 mm FL within 96 
specimens (82-943 mm FL) were examined in proportiona1 measurements. but the examined number was not 

shown. 
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と啓鰭の軟条は第 l軟条を除いて全て分岐する.

尾柄部に水平隆起はない.側線直下の体側中央の

鱗は幅広い槍状を呈する.

体色 生鮮時の体色は採集時の標本写真に基づ

く.体の背部は濃い緑色あるいは濃い青みがかっ

た銀白色で，その他はほぼ一様に銀白色.頭部と

瞥鰭軟条基部は，わずかに金色がかった銀白色.

背鰭遊離腕は黒く，啓鰭遊離椋は白い.背鰭と瞥

鰭の軟条部は全体的に黒く，特に背鰭，瞥鰭とも

第lー第5軟条聞は顕著に黒い.腹鰭は白い.胸鰭

は暗褐色で，基部下方は特に黒く，下縁は白い.

尾鰭は全体的に黒く，その基部はやや褐色を帯び

る.体側には眼径より大きい5個の明瞭な円形黒

斑と眼径より小さい3個の不明瞭な円形黒斑があ

り， これらがl列に並ぶ.前部2個の黒斑は側線

直上にあるか，あるいは下縁が側嫌に接し，他の

黒斑は倶IJ線より上方に位置する.

ホルマリン固定後では，背部は濃い黒色，腹部

はクリーム色.頭部，背鰭遊離腕および尾鰭は全

体的に濃い黒色.啓鰭遊離赫は白い.腹鰭と瞥鰭

の鰭膜は薄い黒色.胸骨書は薄い黒色を帯び，基部

下方は特に黒い.体側にある眼径より大きい5個

の円形黒斑は明瞭だが，生鮮時に見られた小さい

3個の黒斑はさらに不明瞭になった.

分布 本種はアフリカ東岸からパキスタン，タ

イ，インドネシア，オーストラリア，フィリピン，

台湾および日本を含むインド・西部太平洋の熱

帯，亜熱帯域に広く分布する (Smith-Vaniz and 

Staiger‘1973; Mok， 1993;本研究).本報告は，日

本からの本種の初めての正確な記録であり，同時

に本種の北限記録となる.

備考 本標本2個体は，上顎後端が眼の後縁を

はるかに越えること，体側の円形黒斑が眼径より

大きく l列に並ぶこと，鯉、把数が14-15であるこ

と，および下顎歯が2列で両列の歯はほぼ同大で

あることなどからオオクチイケカツオに同定され

た.なお，体各部の標準体長，尾叉長，頭長およ

び眼径に対する比率は， Gushiken (1983)と若干異

なる(Tab1e1).これはGushiken(1983)の調査した標

本サイズが標準体長320-348mmと小さく，今回

の日本で採集された標本が大型個体(標準体長

537-677 mm)であることから，成長段階の違いに

よる差異であると推測される. また， Smith-Vaniz 

and Staiger (1973)は，最長背鰭軟条の最小値を尾

叉長の 14.4%としているが，本標本では

14.08-14.25%であった.これは個体変異の範囲内

であると判断した.

岡田・松原 (1938)は，上顎後端が眼の後縁より

もはるかに後方に延長するイケカツオ属魚類を

Chorinemus lysanとし，和名「オホクチイケカツヲ」

を提唱した.松原(1955)もこれを踏襲し，和名を

現代仮名遣いの「オオクチイケカツオ」にした.

Gunther (1860)以降多くの研究者がScomberoides

(= Chorinemus)加仰をS.commersonnianusの古参

シノニムと考えた (Smith-Vaniz and Staiger、1973).

しかしSmith-九Tanizand Staig巴r(1973)は， S.lysanで

は上顎後端が眼の後縁に達する程度であるのに対

し， S. commersonnianusでは眼の後縁をはるかに越

えることから， S. commersonnianusを有効種と認め

た.そして，彼らは， Gunther (1860)以降の多くの

研究者のs.加仰は上顎後端が眼の後縁をはるかに

越えることから， S. commersonnianusであると考え

た.

岡田・松原(1938)の検索表ではWakiya(1924) 

の引用が特に示されていないが，岡田・松原

(1938)を踏襲したと思われる松原 (1955)の検索表

ではWakiya(1924)の引用が明示されているので，

岡田・松原(1938)も松原 (1955)と同様にWakiya

(1924)の検索表に基づいていると考えられる. ま

た， Wakiya (1924)はGunther(1860)の見解に従っ

ているため， Wakiya (1924)のC.lysanはS.commer-

sonnianusであると考えられる (Smith-Vaniz and 

Staiger， 1973; Gushiken， 1983). 以上のことから，

和名「オオクチイケカツオjはS.commersonnianus 

に対して提唱されたものと判断できる.

オオクチイケカツオはScomberoidestalaと体形

や偲杷数(オオクチイケカツオが8-15であるのに

対して， S. talaでは 11-15)がよく類似するが司成

魚では，体側の黒斑が前者では円形か卵形である

のに対し，後者では垂直方向に長くのびた長楕円

形であること，下顎の外列歯と内列歯が前者では

ほぼ同大であるのに対し 後者では明らかに内列

歯の方が大きいことによって識別できる.また，

黒斑が形成されていない未成魚、では，両種とも内

列歯の方が大きいが，オオクチイケカツオでは外

列歯は門歯状で切縁を形成し，内列歯との聞に明

瞭な溝をつくるのに対し， S. tαlaでは外列歯はや

や長い円錐歯で，内列歯との聞に溝がないことに

よって区別できる. また，イケカツオは鯨記数が

21-27で，成魚、では体側の黒斑が側線を挟んで、2夢iJ

に並ぶことや上顎の後端は眼の後縁付近に達する

程度であること， ミナミイケカツオは偲紀数が

21-26で，成魚、では体側の黒斑は楕円形であるこ

とや，上顎の後端が眼の後縁まで達していないこ
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となどによって，オオクチイケカツオと容易に識

別できる (Smith-Vaniz and Staiger， 1973;木村，未

発表). 

比較標本

オオクチイケカツオ:FRLM 15772，標準体長

104mm (尾叉長 111mm)，インドネシア， ロンボ

ク島， 1996年 7月 13日， ピーチセイン.

Scomberoides tala: FRLM 15796，標準体長 159mm

(尾叉長169mm)，インドネシア，ロンボク島クタ

市場， 1996年7月14日.

語1 百平

本研究を行うに当たり，オオクチイケカツオの

同定や文献に関する情報を頂いた千葉県立中央博

物館の望月賢二博士に感謝の意を表する. さらに

調査の便宜を図って頂いた宮崎県南郷町南郷漁協

の中野義秋組合長と販売課の倉尾孝文氏，標本の

入手にご協力頂いた同漁協所属の季和広氏と戸村

重美氏，および富山県i骨川市の山田信利氏に厚く

お礼申し上げる.また，採集調査の過程で宮崎大

学のIqbalBurhanuddin氏および岩本香織女史には

援助を頂いた.ここに感謝の意を表する.
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